



















































































り,Exploitationの中核的な意味は ｢開く｣であり,ここから ｢開発｣,｢利用｣,そして ｢悪い利
用｣すなわち ｢搾取｣という意味を持つに至っているということができる｡一方,日本語の ｢搾
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取｣と訳されているのに対し,土地が対象となる文脈では,たいていの場合 ｢利用｣と訳されて
いる｡仮に,日本語の ｢搾取｣にも ｢開発｣や ｢利用｣という意味が含まれていたなら,上記引
















































































































このように,論理的前後関係としては,まず ｢剰余労働をさせる｣という ｢搾取 (Exploita-




第 2点は,『資本論』における労働力の ｢利用｣と ｢搾取 (Exploitation)｣の関係についてであ
る｡すでに記したように,｢剰余労働をさせること｣は ｢必要労働時間を超える労働力の利用｣
と言い換えることができる｡つまり,｢搾取 (Exploitation)｣の一般的意味と同様に,『資本論』に
おいても ｢利用｣の特殊な形態が ｢搾取 (Exploitation)｣なのである｡すなわち,資本による労働
力の利用が,必要労働時間を超えて剰余労働時間に達すると,そこから ｢搾取 (Exploitation)｣が
始まり,剰余労働時間が長くなればなるほど,搾取度が高まるのである｡
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注
1 拙稿 ｢労働力利用の倫理 と卓越主義｣福島大学経済学会 『商学論集』第75巻第2号,2007年3
月,2卜38ページ｡






































































48 松尾匡 ｢規範理論としての労働搾取論- 吉原直毅氏による 『マルクスの基本定理』批判再論｣経済理
論学会編 『季刊経済理論j第43巻第4号,桜井書店,2007年1月,55-67ページ,参照｡
